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１ 目 的 
平成２３年度海洋情報業務計画に基づき、石川県白山市徳光海岸付近において流
況調査を実施し、当該海域の流れを把握することにより、マリンレジャー活動に係
る安全推進、漂流予測精度の向上に資する基礎資料を得るものとする。 
 なお、本調査は、離岸流による海浜事故の防止に寄与するため、事故が比較的多
く発生する海水浴シーズン前に実施し、インターネット等により一般へ周知する。 

 
 
２ 調査海域（Ｐ３の「図１」～「図３」参照） 
  石川県白山市徳光海岸 
 
 
３ 実施職員 
 （１）現地作業班 
     班長   海洋情報部海洋調査課主任海洋調査官 瀬田 英憲 
     班員          〃  海洋調査官   渡辺 健志 
     〃           〃  海洋調査官付  高田 聖士 
     業務協力 新潟航空基地 機動救難士 
     〃    巡視艇 かがゆき 乗組員 
 
 （２）資料整理班 
     班長   海洋情報部海洋調査課海洋調査官   渡辺 健志 
     班員          〃  海洋調査官付  高田 聖士 
 
 
４ 調査期間及び経過概要 
 （１）現地作業期間 
    平成２３年６月２９日から７月２日までの４日間 
 
 （２）資料整理期間 
    平成２３年７月４日から平成２４年３月２日までのうち３０日間 
 
（３）経過概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 調査方法 
 （１）沿岸流調査 
ドローグ及び先取りブイ付きＤＧＰＳ内蔵型漂流ブイ（以下「漂流ブイ」と
いう）を徳光海岸の沿岸域において漂流させ、海面下１ｍの流路及び流速の調
査を行った。漂流ブイの投入及び揚収は用船を使用した。 
漂流ブイ一式の連結状態及び漂流状態を写真１及び写真２に示す。 
また、超音波流速計（以下「ＷＨ－ＡＤＣＰ」という）を用船の舷に取付け
て、航走観測により調査を行った。艤装時及び観測時の状態を写真３及び写真
４に示す。 
ＷＨ－ＡＤＣＰの設定は安定したデータを取得するため層厚１ｍ及びブラン
ク距離１ｍとし、トランスジューサーは航走により発生する泡の影響を抑える
ため海面より１ｍ沈めて、観測第１層は海面下３ｍとした。 
観測結果は、海面に近い流れとして観測第1層の海面下３ｍのデータを使用
した。 

日次 月日 内容

1 6月28日
庁舎発、調査海域着、調査海域の確認
金沢海上保安部との打合せ

2 6月29日 沿岸流、海浜流

3 6月30日
沿岸流、海浜流
金沢海上保安部との打合せ

4 7月1日 海浜流

5 7月2日
沿岸流
調査海域発、庁舎着
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 （２）海浜流調査（離岸流、並岸流等） 
   ① 漂流ブイを使用した調査及び機動救難士による漂流体験 

徳光海岸前面の海浜域において、漂流ブイを漂流させて流路及び流速の調
査を行った。漂流ブイの投入及び揚収は、機動救難士により行った。 
また、７月１日、当庁機動救難士を漂流させて漂流体験を行った。 

② 着色剤を使用した調査 
徳光海岸海浜域において、海岸から着色剤を広範囲に散布し、着色剤が流
される様子を陸上からデジタルカメラ及びビデオカメラで撮影した。 
着色剤の散布を行い、海水を着色することで流れを確認し易くして調査を
行った。 
着色剤が漂流する様子を写真５に示す。 
 

 
     写真１（ブイの一式）               写真２（ブイの漂流状態）   
 

 
             ブイ本体 

 
 
 
 
 
 
 
     

 
             ドローグ 
 
 
 
             先取りブイ 
 
 

 
写真３（艤装時の状態） 写真４（観測時の状態）    写真５（着色剤の漂流状態） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 使用した船舶又は航空機の種別又は名称 
  用 船 
  巡視艇かがゆき（金沢海上保安部所属） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

WH-ADCP 

DGPS 

WH-ADCP 
(海面下 1m に
設置) 
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図１（広域図） 図２（沿岸流調査） 

図３（海浜流調査） 

調査海域 

金沢港 

徳光海岸 

調査海域 
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７ 調査結果 
本調査の調査内容、調査日及びその結果の掲載ページを表１に示す。 
 

表１（調査内容、調査日及び掲載ページ）   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１） 沿岸流調査 
①調査結果 
イ ６月２９日午後、３０日午後及び７月２日午前の３日間、徳光海岸沿
岸域においてＷＨ－ＡＤＣＰ及び漂流ブイを使用した調査を行った。調
査結果を図４－１～図４－３に示す。 
ロ 調査当日の気象・海象を表２に示す。 
 
                   表２（気象・海象） 

 風向 風速 
(m/s) 波向 波高 

(m) 
6月 29日 西 1 西 0.3 
6月 30日 西南西 2 南西 0.3 
7月 2日 北 3 北 0.5 

 
 
 
ハ ＷＨ－ＡＤＣＰを使用した調査において、６月２９日は流向が安定せ
ず、０．１ｍ／ｓ以下の弱い流れであった。 
６月３０日は、岸に近い海域は流向が安定していないが、沖合の海域
は約０．２ｍ／ｓの北流を観測した。 
７月２日は、６月３０日と逆方向流れで、約０．２ｍ／ｓの南西流を
観測した。また、６月３０日に安定しなかった岸に近い海域でも南西流
を観測した。 
ニ 漂流ブイを使用した調査において、後述②で求めた表層流は６月２９
日が約０．２ｍ／ｓの北東流、６月３０日が約０．３ｍ／ｓの北東流及
び７月２日が約０．４ｍ／ｓの南西流であった。 
漂流ブイのデータをＷＨ－ＡＤＣＰのデータと比較すると、６月２９
日は流向が一致しておらず、６月３０日と７月２日については流向が合
致しているが流速は０．１ｍ／ｓ程度強く観測している。これは、弱い
流れであることからＷＨ－ＡＤＣＰの測定能力の限界と観測層の違い
（観測層は、ＷＨ－ＡＤＣＰが海面下３ｍで、漂流ブイは海面下１ｍ）
及び漂流ブイが受ける波の影響が考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）沿岸流調査
調査結果 Ｐ　４～Ｐ　６

（２）海浜流調査　（漂流ブイを使用した調査）
結果概要 Ｐ　７
6/30 Ｐ　８、Ｐ　９
7/1 Ｐ　８、Ｐ１０

（３）海浜流調査（着色剤を使用した調査）
結果概要 Ｐ１１
6/29 Ｐ１２、Ｐ１３
6/30 Ｐ１３、Ｐ１４
7/1 Ｐ１４、Ｐ１５



 - 5 - 

 
                                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

波 0.3m 

風 1m/s 

風 

3m/s 

波

0.5m 

風 2m/s 

波 0.3m 

：0.1m/s未満 
 
：0.1m/s以上 0.2m/s未満 
 
：0.2m/s以上 0.3m/s未満 
 
：0.3m/s以上 0.4m/s未満 
 
：0.4m/s以上 
 
：漂流ブイの軌跡 
 

ＷＨ－ＡＤＣＰのデータは、平均０．１ｍ／ｓ未満と弱く、

流れも安定していない。 

漂流ブイのデータは、約０．１ｍ／ｓの北東流を観測した。 

ＷＨ－ＡＤＣＰのデータは、平均０．２ｍ／ｓの北流を観測

した。岸に近い海域では、流れが弱く流向が安定していない。 

漂流ブイのデータは、約０．３ｍ／ｓの北東流を観測した。 

ＷＨ－ＡＤＣＰのデータは、平均０．２ｍ／ｓの南西流を観測した。

岸に近い海域でも、沖合よりは若干弱いものの南西流を観測した。 

漂流ブイのデータは、約０．４ｍ／ｓの南西流を観測した 

             図４－１（6月 29日）               図４－２（6月 30日） 

図４－３（7月 2日） 

凡例 
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②表層流の算出 
漂流ブイの実測値には、風圧流の成分が含まれているため、同成分を除去した
流向・流速（以下「表層流」という）を算出する。 
 
表層流の計算式は次式による。 
 D(表層流)＝V（実測値）－U（風圧流） 
 
なお、風圧流の計算式は次式による。 
 U（風圧流）＝ｋ×√（A/B）×W 
 ｋ（風圧係数）   ：０．０２５ 
漂流ブイ（漂流ブイ本体＋ドローグ＋先取りブイ）の断面積 海面上（A）と
海面下（B）との比率。 

Ａ=０．０２８６＋０．００００＋０．０１０５ 
   =０．０３９１（㎡） 
Ｂ=０．０４１４＋０．３０３８＋０．００００ 
 =０．３４５２（㎡） 
A/B＝０．１１３≒０．１１ 
（A/Bは、０．１１を使用） 

     W（風速）   ：単位はm/s（メートル毎秒） 
調査海域において、携行式の風速計を用いて観測
したデータを使用した。 

 
風圧流の結果を表３に示す 

 
                                表３（風圧流） 

観測日 
実測値 風 風圧流 

流向 流速 
(m/s) 

風向 
(16方位) 

風速 
(m/s) 

流向 
(16方位) 

流速 
(m/s) 

6月29日 45 0.12 西 1.4 東 0.01 
6月30日 41 0.28 西南西 2.2 東北東 0.02 
7月2日 216 0.37 北 2.9 南 0.02 
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0.1m/s未満 

離岸堤 

風 3m/s 

波 0.2m 

約 0.1m/s 

約 0.1m/s 

離岸堤 

風 2m/s 

波 0.5m 

（２）海浜流調査 （漂流ブイを使用した調査） 
 
  ①結果概要 
   イ ６月３０日午後及び７月１日午前に、徳光海岸海浜域において調査を行

った。調査結果を図８―１～図８－２に示す。 
     なお、調査日毎の結果を図９－１～図１０に示す。 
   ロ 調査当日の気象・海象を表４に示す。 
 

                  表４（気象・海象） 
 風向 風速 

(m/s) 波向 波高 
(m) 

6月 30日 西南西 2 西南西 0.5 
7月 1日 南西 3 西南西 0.3 

 
 
   ハ ６月３０日、漂流ブイの投入及び揚収は、用船を使用して行ったため、

岸に近づくことができなかった。そのため、離岸堤の外で投入したが、漂
流ブイが岸に向かって流れたため、すぐに揚収することとなった。 
結果、約５分しか調査できなかったが、約０．１ｍ／ｓの東～北東の流
れを観測した。 
ニ ７月１日、離岸流による機動救難士の漂流体験を行うため、海岸線付近
に着色剤を散布したが、明確な離岸流は確認できなかった。 
そのため、機動救難士は、約５０ｍ沖の離岸堤付近まで泳いで行き、機
動救難士の漂流体験及び漂流ブイを漂流させ、流路及び流速の調査を行っ
た。 
結果、離岸堤に沿った０．１ｍ／ｓ未満の北東流を観測した。 

 
図 8-1（6 月 30 日）             図 8-2（7 月 1 日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※赤矢印：漂流ブイの移動方向 
  赤文字記載の速力：漂流ブイの移動速力 
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②表層流の算出 
  ６月３０日調査分の表層流の算出は、（１）②と同じである。 
７月１日調査分の表層流の算出は、次の断面積比に変更のうえ（１）②と
同様の手法により実施した。 
なお、浅い海域であるため、ドローグ長を（１）②の５分の２に短くして
観測を行った。 
 
漂流ブイ（漂流ブイ本体＋ドローグ）の断面積 海面上（A）と海面下（B）
との比率。 

 
Ａ=０．０２８６＋０．００００ 

=０．０３９１（㎡） 
Ｂ=０．０４１４＋０．１２１５ 

=０．１６２９（㎡） 
A/B＝０．２４０≒０．２４ 
（A/Bは、０．２４を使用） 

 
 
なお、風圧流の結果を表５に示す。 

 
                                表５（風圧流） 

観測日 
実測値 風 風圧流 

流向 流速 
(m/s) 

風向 
(16方位) 

風速 
(m/s) 

流向 
(16方位) 

流速 
(m/s) 

6月30日 北側 59 0.12 西南西 2.2 東北東 0.02 
南側 85 0.10 西南西 2.2 東北東 0.02 

7月1日  41 0.07 南西 2.8 北東 0.03 
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  ③調査日毎の結果 
 
 
イ ６月３０日 

 
    表層流を図９－１、図９－２に示す。 
 
                             図 9-1（6 月 30 日北側 表層流） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
漂流ブイの表層流では、約０．１ｍ／ｓの岸に沿った北東流を観測した。 

 
 
 
                              図 9-2（6 月 30 日南側 表層流） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
漂流ブイの表層流では、約０．１ｍ／ｓの離岸堤付近から岸に向かう東流を
観測した。 
 
 
 
 
 
 

：0.1m/s未満 
：0.1m/s以上 0.2m/s未満 
：0.2m/s以上 0.3m/s未満 
：0.3m/s以上 0.4m/s未満 
：0.4m/s以上 

離岸堤 

：0.1m/s未満 
：0.1m/s以上 0.2m/s未満 
：0.2m/s以上 0.3m/s未満 
：0.3m/s以上 0.4m/s未満 
：0.4m/s以上 

広域図 

南側 

北側 

広域図 

南側 

北側 
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ロ ７月１日 
 
    表層流を図１０に示す。 
 
                               図１０（7 月 1 日 表層流） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
漂流ブイの表層流では、０．１ｍ／ｓ未満の離岸堤に沿った北東流を観測し
た。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

離岸堤 

：0.1m/s未満 
：0.1m/s以上 0.2m/s未満 
：0.2m/s以上 0.3m/s未満 
：0.3m/s以上 0.4m/s未満 
：0.4m/s以上 

広域図 
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風速 波高
（ｍ／ｓ） （ｍ）

6月29日 南西 4 西南西 0.5
6月30日 西南西 3 西南西 0.3
7月1日 南西 3 西南西 0.2

風向 波向

（３）海浜流調査（着色剤を使用した調査） 
 
①結果概要 
イ ６月２９日午前、６月３０日午後及び７月１日の３日間、徳光海岸海浜
域において調査を行った。調査結果を図１０－１～図１０－３に示す。 
なお、日毎の漂流状況を表７～表９に示す。 

ロ 調査当日の気象・海象を表６に示す。 
                  表６（気象・海象） 

 
 
 
 
 
 
 
ハ 全期間において、着色剤を散布したところ、着色剤が海岸から沖へ１０
～２０ｍ流れる様子が確認できたものの、漂流に１０～２０分要し、顕著
な流れは確認できなかった。 

 
 

図１０－１（6月29日）             図１０－２（6月30日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１０－３（7月1日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※赤矢印：着色剤の移動方向 
 
 
 
 
 
 
 
 

波 0.5m 

風 4m/s 

波 0.2m 

風 3m/s 

波 0.3m 

風 3m/s 
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  ②調査日毎の結果 
 

表７（6月 29日 漂流状況） 
  

調査開始 
 
離岸流発生箇所の確認のため海岸
線付近において帯状に着色剤を散布
した。 
当日は、風が南西約３．６ｍ／ｓで、
波高約０．５ｍ、波向は西南西で白波
（砕波）の立っていない状態あった。 
 

  
着色剤散布結果 
 
 ３箇所で着色剤が沖に拡散したが、
顕著な流れは確認できなかった。 

  
①の漂流状況について 
 
 着色剤は、沖へ約９分で約１０ｍ流
れた。 
 

 
 

 
②の漂流状況について 
 
 着色剤は、沖へ約１４分で約１０ｍ
流れた。 

 
 

着色剤散布場所 
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③の漂流状況について 
 
 着色剤は、沖へ約２１分で約２０ｍ
流れた。 

 
 

 
 
 
 
 

表８（6月 30日 漂流状況） 
  

調査開始 
 
離岸流発生箇所の確認のため海岸
線付近において帯状に着色剤を散布
した。 
当日は、風が西南西約２．７ｍ／ｓ
で、波高約０．３ｍ、波向は西南西で
白波（砕波）の立っていない状態あっ
た。 
 

  
着色剤散布結果 
 
 ２箇所で着色剤が沖に拡散したが、
顕著な流れは確認できなかった。 

  
①の漂流状況について 
 
 着色剤は、沖へ約１０分で約１０ｍ
流れた後、向きを変えて海岸に平行に
約２６分で約３０ｍ流れた。 

 
 

着色剤散布場所 
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②の漂流状況について 
 
 着色剤は、沖へ約１７分で約１０ｍ
流れた後、向きを変えて海岸に平行に
約３１分で約３０ｍ流れた。 

 
 
 
 
 

表９（7月 1日 漂流状況） 
  

 調査開始 
 
離岸流発生箇所の確認のため海岸
線付近において帯状に着色剤を散布
した。 
当日は、風が南西約２．９ｍ／ｓで、
波高約０．２ｍ、波向は西南西で白波
（砕波）の立っていない状態あった。 
 

  
着色剤散布結果 
 
 ２箇所で着色剤が沖に拡散したが、
顕著な流れは確認できなかった。 

  
①の漂流状況について 
 
着色剤は、沖へ約１２分で約１０ｍ
流れた。 
 

着色剤散布場所 
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②の漂流状況について 
 
着色剤は、沖へ約９分で約１０ｍ流
れた。 
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８ まとめ 
 （１）今回の流況調査は、沿岸流及び海浜流について調査を行った。 
沿岸流調査は海岸沖合において漂流ブイ及びＷＨ－ＡＤＣＰを使用し、海浜
流調査は海岸付近において漂流ブイと着色剤を使用して行った。 

（２）沿岸流調査の結果は、６月２９日は０．１ｍ／ｓ未満で流向は安定してい
ないが、6 月３０日は約０．２ｍ／ｓの北流、7 月 2 日は約０．２ｍ／ｓの南
西流を観測した。 

（３）海浜流調査の結果は、着色剤を使用した調査では、６月２９日、３０日及
び７月１日の３日間行い、いずれも着色剤が沖へ約１０～２０ｍ拡散する様
子は伺えたが、顕著な流れは確認できかった。 
しかし、着色剤が沖に拡散する様子は３日間で７回６箇所で確認でき、ほ
ぼ毎回異なる場所であった。海浜域の流れは一様ではないことが確認できた。 
漂流ブイを使用した調査では、離岸堤（人工構造物）付近に漂流ブイを漂
流させたが、離岸堤に沿った０．１ｍ／ｓ未満のごく弱い流れであり、顕著
な流れを確認することはできなかった。 
気象・海象条件は３日間で大きな違いはなく、それらの影響による違いを
確認することはできなかった。 

（４）６月２９日と３０日は、沿岸流と海浜流の両方の調査を行ったが、両者の
関連については、海浜流が弱く確認できなかった。 

 


